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平成26年度　スポル研究計画進捗状況報告書
＜冬季スポーツの競技力向上に関する研究分野＞
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平成26年度の共同研究計画
＜研究の学術的背景および目的＞
　積雪寒冷地域の北海道においては，スキー，スケートなどの冬季スポーツは，健康増進・体力向上・競技力向
上を目的として行われている。冬季スポーツに関して，これまで多くの先行研究がなされており，以下にその成
果について概括する。
　冬季スポーツのバイオメカニクス的研究の先行研究に関しては，冬季スポーツでは摩擦抵抗の少ない雪氷上
で，高速で動作が行われることが多いため，選手には高い姿勢制御能力が求められる。姿勢制御能力とスポーツ
運動パフォーマンスの関係について，種目間や競技レベル間で比較されている（Wells et al., 2009, Platzer et al., 
2009）。Davli （2004）によると，体操選手のバランス能力は，水泳やサッカー選手に比べて有意に高いことが示
されている。そこで，「トップアスリートの優れた姿勢制御能のメカニズムや特性，獲得方法を明らかにすること」
（研究課題１）が必要と考えた。これにより指導現場に効率的なトレーニング資料を提案できる。
　スポーツにおける競技力向上には，競技者の体力特性を的確に把握し，競技に必要な体力要素を向上させるこ
とが必要である。スポーツ現場では，体力特性を簡便に把握する手法としてフィールドテストが用いられている
（Hopkins, 2011）。フィールドテストはスポーツの基本的動作から構成されており，測定に要した時間や距離か
ら体力特性を定量的かつ簡便に把握することを可能とする（Yoshida, 2011）。本研究分野ではこれまでの研究に
おいて，寒冷積雪地を活動拠点とする競技者の体力特性を把握するために，これまでに約600名の競技者を対象
としたフィールドテストの基礎データを蓄積した。スキーおよびスケート競技者を代表とする冬季スポーツ競技
者の体力特性に関する先行研究では，研究室や実験室等で実施されるラボテストのデータは散見されるものの，
スポーツ現場で実施可能なフィールドテストのデータは数少ない。そこで，過年度からの研究を継続展開するこ
とにより，「寒冷積雪地の競技者を対象としたフィールドテストのデータを収集（春季と秋季）しつつ，冬季スポー
ツ競技者の体力特性を分析する」（研究課題２）。
　冬季スポーツ選手を対象とした体力特性と競技力向上に関する研究に関する先行研究をみると，日本代表選手
や，全国大会に出場する高い競技力を有する選手を対象とした研究（塩野谷ら1989，小林ら1991，山根ら1997）
が多く，大学や高校のクラブレベルでの競技者を対象とした研究（金子ら1999）は少ない。また，体力特性と競
技成績との関係性に着目した研究についてみると，塩野谷ら（1990）は，男女県強化指定選手の競技成績と体力
の関係に着目し，男子では最大無酸素パワーに関して競技成績と相関がみられ，女子では最大酸素摂取量やAT
に関して競技成績と相関がみられたことを報告している。山根ら（1993）は，全日本スキー連盟強化指定選手を
含む女子アルペンスキー選手の回転競技能力（SAJ-SLポイント）と体力特性の関係について着目し，回転競技
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能力と除脂肪体重・動的筋力・動的筋持久力の間に負の相関が認められたことから，女子選手では筋力及び筋持
久力を高めることの重要性を指摘している。相原ら（2011）は，男子大学一流アルペンスキー選手の大回転競技
能力（FIS-GSポイント）と体力特性の関係について着目し，大回転競技能力と脚筋力（伸展筋）には相関関係
があること及び脚筋力に左右差が生じていることを報告している。以上のことから，競技成績と体力特性の関係
については，研究対象者の年齢や性差，競技レベルが異なることによって意見が分かれており，明確な結論は出
ていない。そこで，「冬季スポーツ選手と競技力の関係を明らかにし，各種目特性に応じた体力要素を明らかに
する」（研究課題３）ことが必要である。
　運動トレーニングに筋の血流制限を併用することで，効率的にトレーニング効果が得られること証明されて
おり，国内外で成果が公表されている（Circ J 2013, Int J Vasc Med 2012, J Appl Physiol 2009, 2010, 2012, Med 
Sci Sports Exerc 2012, J Jpn Coll Angiol 2012, Eur J Appl Physiol 2012）。血流制限トレーニングの具体的方法
を冬季スポーツ選手へ応用し，その具体的プログラムを開発すること（研究課題４）が必要である。
　北方圏地域における積雪環境は，住民の身体活動を減少させるとされている（須田ら1998）。最近では雪を積
極的に活用した身体活動の動向として，スノーシューウォーキングなどの活動が，各市町村で積極的に行われる
ようになってきた（竹内ら2013）。新冬季スポーツついては，屋外環境の変化に伴う身体に与える有効度の違い
が明らかにされていない。海外における新冬季スポーツの研究（Cumming et al. 1969, Dalleck et al. 2003）は散
見されるが，実施環境が違うなどの課題があり，国内の北方圏における活動でも同様の結果となるかは不明であ
る。そこで，これまでの研究と国内外の研究を踏まえ，「北海道で行われている新しい冬季スポーツの生理学的・
スポーツ振興的な有効性を明らかにする」（研究課題５）ことが必要であり，これにより冬季スポーツの普及・
振興に貢献することを目指す。
　以上のことから，本年度は本研究分野において，１）冬季スポーツのバイオメカニクス的研究，２）フィール
ドテストの実施と有効性の検証に関する研究，３）冬季スポーツ選手を対象とした体力特性と競技力向上に関す
る研究，４）血流制限トレーニングと栄養指針ガイドラインの研究，５）冬季スポーツの有効性に関する生理学
的研究の研究を行う。以下に，各研究課題の内容を示す。
１）冬季スポーツのバイオメカニクス的研究
　バイオメカニクス的な観点からスポーツ選手の姿勢制御メカニズムや特性を明らかにすることを目的とする。
被験者は，高い姿勢制御能力が求められる競技スポーツ選手群（10名）および対照群（10名）とする。被験者に
は可動床上で立位姿勢を保持させる課題を課す。計測では，モーションキャプチャシステムと床反力計および筋
電計を用い，外乱刺激前後における姿勢制御のメカニズム・特性を定量化する。選手群と対照群との比較から，
選手群の動作特性を評価する。
２）フィールドテストの実施と有効性の検証に関する研究
　昨年度に引き続き寒冷積雪地を活動拠点とする競技者を対象にフィールドテストを実施したうえで，冬季ス
ポーツ競技者の体力特性を分析・把握することを目的とする。フィールドテストでは，文部科学省が定める新体
力テストに加え，本研究グループで考案した3種のテストを実施する（20ｍ×５×５走テスト，しゃがみ込みテ
スト，マルチジャンプテスト）。冬季スポーツ競技者とその他の種目の競技者におけるフィールドテストの結果
を比較し，冬季スポーツ競技者の体力の特性を明らかにする。また，各種フィールドテストの結果に影響を与え
るバイオメカニクス的因子および運動生理学的因子について分析を行い，各テストの妥当性を検証する。
３）冬季スポーツ選手を対象とした体力特性と競技力向上に関する研究
　アルペンスキー選手の体力測定結果に基づき，各測定項目と，競技成績の指標である国際スキー連盟が付与す
るFISポインとの関連性を検討し，アルペンスキー選手の競技力向上のために重要な体力要素を明らかにするこ
とを目的とする。対象者は大学生アルペンスキー競技者10名，北海道強化指定高校生競技者20名，一般高校生競
技者10名とする。体力測定は，先行研究に基づき（小林ら1991），身長・体重・体脂肪・最大酸素摂取量・等速
性膝関節伸展脚筋力・最大無酸素パワー・乳酸性パワー・背筋力・握力・柔軟性の10項目とする。体力測定の結
果から測定項目の平均値，標準偏差を算出し，各群間における比較を行い，各群の体力的特性を明らかにする。
また，各測定項目とFISポイント（GS・SL）の相関関係を明らかにし，体力特性と競技成績との関係性を検討し，
アルペンスキー選手に求められる体力要素を明らかにする。
４）血流制限トレーニングと栄養指針ガイドラインの研究
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平成26年度の共同研究の進捗状況・研究成果等（当初予定の達成度）
　血流制限併用運動トレーニングを安全かつ容易に行うための簡易装具利用により簡便法を考案し，一般者及び
競技者への幅広い普及を実現し，体力向上，健康寿命向上，競技者においては，競技能力向上を目指していく。また，
その手法を応用し，競技のパフォーマンスを高めるpreconditioning効果，つまりこのトレーニングが，下肢筋
保護や激しい競技におけるパフォーマンス向上作用を有するかを科学的に検討する。さらに個体差と個々の目的
を考慮しつつ，筋量を有効に増加するための栄養指針等，サプリメント摂取を含めた包括的ガイドラインを考案
する。
５）冬季スポーツの有効性に関する生理学的研究
　スポル会員や士別市体育協会との共同研究に参加した地域住民を対象に，かんじき・スノーシューを使用した
雪上歩行時，そして，大学生を対象にゴルポッカ実施時における呼吸代謝と筋電図などの生理学的有効性を明ら
かにする。紋別市体育協会との共同研究として，ゴルディックの誕生と地域スポーツ振興の現状について明らか
にする。
６）スポルアカデミーの実施
　研究成果を選手，コーチへ還元するためにスポルアカデミーを実施する。
１）冬季スポーツのバイオメカニクス的研究【達成度80%】
　バイオメカニクス的観点からスポーツ選手の姿勢制御メカニズムや特性を明らかにすることを目的とし，平成
26年度は，実験系と分析手法の構築を行った。予備実験を通して，モーションキャプチャシステムと床反力計お
よび筋電計を用いて姿勢制御メカニズムや特性を運動課題や分析手順を検討した。本実験では，現在までに３名
のスポーツ選手のデータ計測を終えた。今後は，選手群および対照群の計測実験を行い，両者の比較を行う。ま
た，今年度は冬季スポーツ選手のバランス能力を向上させるためのトレーニング方法や機器の活用方法について
も研究を行った。その成果は平成27年度に学会発表および論文投稿等で報告する予定である。
２）フィールドテストの実施と有効性の検証に関する研究【達成度95%】
 ・フィールドテストの実施およびフィードバックについて
　北翔大学の体育系学生団体の所属する競技者を対象に，フィールドテストを実施した。対象競技はバドミント
ン，バスケットボール，バレーボール，軟式テニスであった。測定はシーズン前（３─４月）およびシーズン後（12
─１月）に実施した。測定したデータを元にフィードバックシートを作成し，個人の経時的変化，チームの強化
ポイント等についてフィードバックを行った。収集したデータから，各競技における身体・運動能力の特性，経
時的変化の特徴を把握することができた。
・フィールドテストの有効性の検証に関する研究について
　既存のフィールドテストは，瞬発力，敏捷性，柔軟性などの体力特性を簡便に評価する手法として位置づけ
られている。しかし，各テストの結果がどのような身体機能を反映しているかは十分に明らかになっていない。
フィールドテストの結果に反映される身体機能を把握することで，各テストで得られた情報から機能低下の詳細
を推測することが可能となる。今年度は，本研究で実施したフィールドテストの内，下肢の柔軟性の評価を目的
としたしゃがみ込みテストに着目し，テストの有効性・妥当性を検証した。しゃがみ込みテストの結果に影響を
与える身体的因子について検証した結果，しゃがみ込みテストと足関節の他動背屈可動域および荷重位背屈角度
の間に有意な相関関係が認められた。本研究結果より，しゃがみ込みテストは足関節背屈角度および荷重位背屈
角度を簡便にスクリーニング可能であることが明らかとなった。なお，本研究結果は日本臨床スポーツ医学会（平
成26年11月）で発表（ポスター）し，査読付論文として投稿予定である。
３）冬季スポーツ選手を対象とした体力特性と競技力向上に関する研究【達成度95%】
　高校生（高体連指定及び指定外）・大学生のアルペンスキー選手を対象として各体力測定項目とFISポインと
の関連性を検討した結果，高体連指定選手に関しては，FIS-GSポイントと５月測定の最大酸素摂取量の間に有
意な正の相関，10月測定の無酸素性パワーの間に有意な負の相関が認められ，FIS-SLポイントと10月測定の脚
筋力（伸展：右），無酸素性パワーの間に有意な負の相関が認められた。指定外選手に関しては，FIS-GSポイン
トと５・６月測定の乳酸性パワーの間に有意な負の相関が認められた。大学生選手に関しては，有意な相関が認
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められる測定項目はなかった。
　高体連指定選手の結果から，シーズンを通して持久性能力を低下させないこと，GSとSL共通してシーズンイ
ン直前までに瞬発系のハイパワーを強化すること，細かなショートターンを瞬発的に行うSLにおいても強い脚
筋力の必要性が示唆された。指定外選手の結果から，高校生のトップ選手からはやや劣る一般の選手においては，
約60秒間全力で連続運動を行う競技後半に乳酸の蓄積によりパフォーマンスを落とさないためにも，シーズンイ
ン直前までに乳酸性パワーを強化する必要が示唆された。大学生選手の結果から，体力水準は高体連指定選手や
指定外選手と有意な差はないことから，シーズン中の雪上トレーニングのなかで滑走技術をより高めていき，競
技成績を向上させていく必要があることが示唆された。
　日本スキー学会（平成27年３月15日）に口頭発表を行い，査読付論文として投稿予定である。
４）血流制限トレーニングと栄養指針ガイドラインの研究【達成度80%】
　血流制限トレーニング：①我々は，運動（特に筋力トレーニング）に血流制限を併用することで，その効果が
著しく向上することを示してきたが，これまで用いてきた器具は，大掛かりで高価なものであり，一般施設で使
用できるものではなかった。今回の研究開発においては，組織酸素化モニターや近赤外分光法を用い，まず適正
な血流制限カフの特徴を明らかにし，またカフの加圧方法とその圧を維持するためのノウハウを検討した。さら
に静脈血栓などの副作用を防止する観点から，血流制限を血管走行部位ではなく，筋腹を幅広いカフで圧迫する
方法を試みたが，比較的安価で，同様な効果を得るための器具を試作し，トレーニング介入を施行し，これまで
の機器と遜色がないことを確認している。②その器具を用いての競技前血流制限によるpreconditioning効果は，
現在進行中である。③一般的な筋力トレーニングでは，血管機能に悪影響を与える可能性が懸念されているが，
本手法では，むしろ改善される可能性を示唆した研究結果をヨーロッパスポーツ科学会（2014）で，報告し，現
在，国際雑誌に投稿準備中である。
　栄養指針ガイドライン：今日，減量あるいは糖尿病治療のための，糖質制限を主体にした食事療法が，米国糖
尿病学会で認められ，欧米を中心に普及してきている。一方，我が国では，依然として否定的見解の学識者が多
いが，ふすまパン，大豆麺，豆腐米などがすでに市場に出回り，むしろ民間を基盤に浸透しつつある。運動療法・
トレーニングは，体力増進のみならず，心疾患や糖・脂質代謝異常などの原因となった肥満を改善するために施
行され，さらに食事療法が組み合わされる。糖質制限食の考え方は，血糖値を上昇させる唯一の栄養素である糖
質の摂取を抑えて，「食後高血糖→インスリン分泌亢進→体脂肪蓄積」を防ぐことであるが，糖をエネルギーと
する脳あるいは体力への悪影響の可能性など問題点も指摘されている。しかしながら，糖質制限が体力面に与え
る影響を検討した研究は少なく，特に日本では見られない。我々は，糖質制限あるいは総カロリー制限が，体組
成，体力，気分および知力に与える影響について調べた結果，糖質制限による明らかな体力面への悪影響は認め
られず，また精神面への影響も同様であった。したがって，糖質制限は，肥満や糖尿病を有する対象者には，考
慮すべき食事療法の一つであると考えられた。
５）冬季スポーツの有効性に関する研究【達成度80%】
　冬季・積雪寒冷期に行われている地域特有のニュースポーツとして，紋別市の地域のみで行われているニュー
スポーツ「ゴルディック」を取り上げた。年に一度行われるゴルディック大会を３月に，紋別市体育協会の協力
のもと，現地調査した。本年の大会で第16回を向かえた。本年の大会以前，出場者は年々減少傾向にあったが，
今回の大会で横這いとなった。しかしながら，ゴルディックの出場者は，他の単発型スポーツ大会から比較する
と，極端に少ないなど多様な課題が挙げられる。今後，この課題に対する体育協会や紋別市としての取り組みに
ついて考察を行う。その成果は，平成27年度に論文投稿する予定である。また，これまで実施されたスノーシュー
とかんじきの歩行手段における生理学的応答の実験に関する研究成果の報告は，現在投稿中である。
６）スポルアカデミーの実施について【達成度90%】
（1）動作分析セミナー
・平成26年度は，２回の動作分析実習セミナーを計画・実施した。当セミナーは，３次元動作分析システムで
計測したデータの分析実習により，バイオメカニクス的な観点から身体運動のメカニズムを理解することを
目的とした。１回目は平成26年11月14〜16日に一般向けに開催し，18名の参加があった。２回目は平成27
年３月９〜13日に実施し，学生５名が参加した。
（2）スキージュニア選手を対象としたメンタルトレーニング・フィジカルトレーニングセミナー
・平成26年８月29日に北海道スキー連盟ジュニア強化指定選手（中学生）20名を対象とした体力測定を実施し，
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研究論文等公表状況
その結果のフィードバックの一貫として，メンタルトレーニング，フィジカルトレーニングにについて講習
を行った。メンタルトレーニングにおいては目標設定やリラクセーション・サイキングアップの基礎につい
て，フィジカルトレーニングでは，基本的なトレーニング方法について講習を行った。
［論文発表］
・Keizo Yamamoto, Makoto Tsubokura, Keiji Onishi, Denis Vuillemin and Guanghao Wu: Numerical 
Simulation of airflow around a ski jumper during takeoff, Science and skiing VI.（査読付）（in printing）
・Keizo Yamamoto：Relationship of asymmetry between in-run posture and takeoff motion in ski jumping．
北方圏生涯スポーツ研究センター年報，6:1-5，2015．（査読付）
・近藤雄一郎，竹田唯史：男子アルペンスキー選手の体力特性とFISポイントとの関連性について．スキー研究，
12: 2015．（査読付）（投稿予定）
・沖田孝一, 高田真吾, 門口智泰, 森田憲輝, 井出幸二郎, 川初清典: 糖質制限は心臓リハビリテーションにお
いて有効かあるいは支障になるのか？ Does low-carbohydrate diet provide merits or demerits in cardiac 
rehabilitation?．心臓リハビリテーション: 2015．（査読付）（印刷中）
・吉田昌弘, 吉田真, 片寄正樹：外側方向の片脚ホップ動作における足関節捻挫群の足関節角度の特徴.日本アス
レティックトレーニング学会誌.（査読付）（投稿中）
・竹内健太郎，丸孝則，朝日保，須田力，白川和希：スノーシューウォーキングにおける先導者と後続者の運動
強度の差異. 北海道の雪氷, 33: 161–164, 2014.
・白川和希，上田知行，井出幸二郎，小坂井留美，加藤満，大宮哲，須田力: ４種の雪上歩行方法における歩容
パラメータおよび酸素摂取量の違いについて. 北方圏生涯スポーツ研究センター年報, 6: 7-14, 2015. （査読付） 
［報告書］
・Okita K, Takada S, Kadoguchi T, Horiuchi M, Kinugawa S, Tsutsui H. Effect of Resistance Exercise with 
Blood Flow Restriction on Vascular Function. 北翔大学北方圏スポーツ研究センター年報, 6: 15-17, 2015.
・竹田唯史，近藤雄一郎，山本敬三，吉田真，吉田昌弘，山本敏美：スキー選手を対象とした体力測定とトレー
ニングについて．北翔大学北方圏スポーツ研究センター年報, 6: 29-35, 2015． 
・竹田唯史，綿谷美佐子，吉岡翼，吉田昌弘，吉田真，山本敬三：スノーボードジュニア選手を対象としたトレー
ニングと体力特性について. 北翔大学北方圏スポーツ研究センター年報, 6: 21-27, 2015.
・吉田昌弘，吉田真，山本敬三，竹田唯史：北翔大学における大学生競技者の体力・運動能力調査報告2014-
2015. 北翔大学北方圏スポーツ研究センター年報, 6: 41-44, 2015．
・吉田真，松本尚，浮城健吾，吉田昌弘，竹田唯史：北海道フリースタイルスキーモーグル選手を対象とした体
力向上のためのトレーニング効果. 北翔大学北方圏スポーツ研究センター年報, 6: 37-40, 2015.
・川初清典，竹田唯史，山本敬三，晴山紫恵子：鮫鱗皮のグリップゾーン応用によるクロスカントリースキーの
新たな技術開発の基礎的研究. 北翔大学北方圏スポーツ研究センター年報, 6: 19-20, 2015.
［学会発表］
・二ノ神正詞, 山本敬三, 浅井 拓也：膝立ちからの一歩踏み出し動作における先行随伴性姿勢調節．第49 回日本
理学療法学術大会，横浜，2014.5.30-6.1．
・Yamamoto K., Matsuzawa M.：Proposal of inexpensive and portable apparatus for jumping movement, 1st 
Asia-Pacific Conference on Coaching Science, 札幌, 2014.7.12-13.
・山本敬三，竹田唯史，相原博之，中川喜直：アルペンスキー滑降中における足圧分布計測：パイロットスタディ．
第22回日本バイオメカニクス学会大会, 東京 , 2014.9.13-15.
・山本敬三，松澤　衛：バランスWiiボードを利用した床反力計測システムの開発とその活用法，第27回日本ト
レーニング科学会大会，東京，2014.11.22-23.
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・Masaki Kotani, Keizo Yamamoto：Effect of vibration frequency on trunk and hip joint alignment during 
performance of the prone bridge with sling exercise, World Congress of PT, Singapore, 2015.5.1-4. (accepted)
・Inagawa Yasuhito, Keizo Yamamoto：ANALYSIS OF ANTERIOR CRUCIATE LIGAMENT TENSILE 
FORCE DURING DROP VERTICAL JUMP, World Congress of PT, Singapore, 2015.5.1-4. (accepted)
・Keizo Yamamoto：Ninokami Masashi, ANALYSIS OF BIOMECHANICAL MECHANISMS OF STEPPING 
FROM KNEELING POSITION, World Congress of PT, Singapore, 2015.5.1-4. (accepted)
・Yamamoto, K., Tubokura, M., Baleriola, S., Onishi, K.：Unsteady aerodynamics of a ski jumper during the 
takeoff motion, Europe College of Sport Science, Sweden, 2015.6.24-27. （投稿中）
・Takada S, Okita K, Taniura T, Morita N： Gender difference in blood pressure lowering by exercise 
training in overweight adults. 10 th Asian-Pacific Congress od Hypertension, , Radisson Blu Hotel, Cebu 
City, Philippines, 12-15th February 2014.
・Okita K, Takada S, Kadoguchi T, Horiuchi M, Kinugawa S, Tsutsui H：Effect of Resistance Exercise with 
Blood Flow Restriction on Vascular Function. 19th annual congress of European college of sports science, 
Amsterdam, Holland, July 2-5, 2014.
・Tanaka H, Takada S, Kadoguchi T, Inagawa Y, Yamamoto K, Okita K：Potential Protocols in Resistance 
Exercise with Blood Flow Restriction for Muscular Adaptation. World Congress of PT, Singapore, 2015.5.1-4. 
(accepted)
・沖田孝一：第4回クリニカルサイエンス談話会「糖質制限の多面的検証：体力面への影響など」, ニューオータ
ニイン札幌, 2014.5.20.
・沖田孝一. 糖質制限は心臓リハビリテーションにおいて有効かあるいは支障になるのか？ 第20回日本心臓リハ
ビリテーション学会, 京都市勧業会館みやこめっせ, 京都市, 2014.7.19-20．
・沖田孝一. 慢性心不全におけるレジスタンストレーニングの理論と実践. 第20回日本心臓リハビリテーション
学会, 京都市勧業会館みやこめっせ, 京都市, 2014.7.19-20．
・田中寿人，沖田孝一，高田真吾，門口智泰，森田憲輝，堀内雅弘. 四肢筋力と血管機能指標の関係. 第69回日
本体力医学会, 長崎大学文教キャンパス, 長崎県長崎市, 平成26年９月19日〜21日. 
・Takeda T, Kondo Y, Sato R, Yamada Y:Teaching Program of Skiing for Elementary school, The 1st Asia-
Pacific Conference on Coaching Science, Hokkaido University, 2014.7.
・Ueda T, Kozakai R, Honda R,Ogawa H, Ide K,Oda S,Takeda T, Odajima M, Aiuchi T：Effects of the 
physical exercise program on longitudinal changes in physical fitness among the community-living older 
people in Hokkaido, The 1st Asia-Pacific Conference on Coaching Science, Hokkaido University, 2014.7.
・石井由依,竹田唯史：北海道T町小学校における児童の体力特性,日本体育学会大会第65回大会, 岩手大学, 
2014.8.
・石井由依,竹田唯史,増山尚美,大宮真一,晴山紫恵子,山本公輔:異学年交流による朝運動プログラムの取り組み,
北海道体育学会54回大会, 札幌大学, 2014.11.
・近藤雄一郎，竹田唯史：男子アルペンスキー選手の体力特性とFISポイントとの関連性について．第25回日本
スキー学会, 岩手, 2014.3.14-17．
・川初清典，山本敬三，竹田唯史,晴山紫恵子:鮫鱗皮をC.C.スキーグリップゾーンに応用したプロトタイプの滑
走性の基礎的試験,北海道体育学会, 北海道体育学会54回大会, 札幌大学, 2014.11. 
・吉田昌弘，吉田真，沖田孝一: しゃがみ込みテストに影響を与える身体的因子の検討，第25回日本臨床スポー
ツ医学会学術集会, 国立スポーツ科学センター , 東京, 2014, 11.
・吉田昌弘：大学生アスリートに対する足関節捻挫予防の取り組み，早稲田大学・札幌医科大学スポーツ医科学
研究会 2015, 早稲田大学, 2015. 1.
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＜地域健康づくり推進研究分野＞
共　同　研　究　課　題 研　究　分　野
北海道の冬季スポーツ・健康づくり・生涯スポーツの推進を
目指す研究拠点の形成
地域健康づくり推進研究分野
構
　　　
成
　　　
員
氏　　名 所属学校・研究機関等名 学部・学科・一般教育・研究所等名 職　　名
上田　知行
井出幸二郎
小田　史郎
佐々木浩子
小坂井留美
本間　美幸
佐藤　郁子
小田嶋政子
相内　俊一
本多　理紗
北翔大学
北翔大学
北翔大学
北翔大学
北翔大学
北翔大学
北翔大学
北翔大学
北翔大学
北翔大学
生涯スポーツ学部・スポーツ教育学科
生涯スポーツ学部・スポーツ教育学科
生涯スポーツ学部・健康福祉学科
教育文化学部・教育学科
生涯スポーツ学部・健康福祉学科
生涯スポーツ学部・健康福祉学科
生涯スポーツ学部・健康福祉学科
生涯スポーツ学部・スポーツ教育学科
北方圏生涯スポーツ研究センター
北方圏生涯スポーツ研究センター
准 教 授
准 教 授
教 授
教 授
准 教 授
准 教 授
講 師
非常勤講師
研 究 員
研 究 員
平成26年度の共同研究計画
＜研究の学術的背景および目的＞
１．北海道における①死亡，②介護認定，③認知機能低下，④入院・施設入居をエンドポイントとした包括的な
リスクファクターの縦断的検証とその地域比較
　超高齢社会，少子化による人口減少が目前の現実となっており（厚生労働省，2013），人々が生涯を通じて心
身機能を高く維持し，活動的であることの重要性はますます高まっている。こうした背景から「健康寿命の延伸」
に向けての取り組みがなされているが，併せて高齢者の①死亡，②介護認定，③認知機能の低下，④入院，⑤施
設入居が何によって引き起こされるかについての検討も行われてきた。
１）運動・身体活動・体力の視点
　運動習慣や十分な身体活動量，高い体力を確保することは，死亡率（Hakim et al, 1998）や高齢者の認知機能（安
永と木村, 2010）に良好な影響を及ぼすことが報告されている。しかしながら，広範囲の地域を対象とした研究
では，質問紙法によって体力データを得ることが多く，これらを実測した研究はほとんど見当たらなかった。こ
れに対し，研究施設を中心とした研究のいくつかにおいて，体力測定を実測データで検討した研究が認められた。
体力測定の実施には多くの時間や労力，マンパワーが必要となるため，広範囲での継続実施が難しいと考えられ
る。特に研究フィールドである北海道は広大な面積を有するため，広範囲のデータ収集は困難を極めることが予
想される。
２）食事・睡眠の視点
　運動以外では，適切な食事や適度なアルコール摂取の生活を送ることが，適度な運動や禁煙，肥満でないこと
とともに死亡リスクを下げることが認められている（van Damet et al. 2008）。また認知症を有する高齢者では
睡眠障害の出現頻度が高いなど，睡眠と認知症の関係について報告されている（三島, 2012）。また横断的調査
（Kim et al. 2000, Hublin et al. 2001）や介入研究（King et al. 2008, Passos et al. 2010）によって，運動習慣があり，
高い体力を有している高齢者の睡眠が良好であることが多くの明らかにされているなど，リスク要因同士での関
係性も認められている。
３）認知機能・メンタルヘルスの視点
　加齢により身体機能は低下し，高齢者が健やかに老いる上で身体機能を維持することは重要な課題である。健
康な若年者にとっては歩行のような身体活動は意識が必要なものではないが，身体機能が低下している高齢者に
とっては外出する際の歩行でさえも転倒の恐怖の原因となりうる。このような傾向は寒冷積雪地域の北方圏では
特に強くなることが推測され，転倒の恐怖が高齢者の身体活動を制限する原因となることも想定できる。基本的
な身体活動である日用品や薬の調達，家族や親せき，友人を訪問することなどは，日常生活の中心にあり，転倒
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の恐怖からこれらの身体活動を制限されることは，社会的な活動の低下となり，認知機能の低下をはじめ，自立
性の低下，自尊心の低下，すなわちメンタルヘルスの低下にもつながる恐れがある。したがって，身体機能を維
持することは認知機能やメンタルヘルスを低下させないためにも重要であると考えられる。
　これまで，地域在住高齢者を対象とした研究では，身体機能とメンタルヘルスに相関関係が認められているが
（Russo et al. 2007），横断的な研究であることによる一時的な関係性しか観察できない点や，これまで高齢者を
対象とした大規模調査では，身体機能の評価にはADL評価のような質問紙が用いられており（Hsu et al. 2009），
認知機能やその時の気分，性格によるバイアスがかかる可能性も否定できない （Cress et al. 1995, Kempen et al. 
1996）。したがって，身体機能と認知機能・メンタルヘルスに関する縦断的な研究と身体機能を直接測定するこ
とが望まれる。
４）社会的関係性の視点
　さらに，社会的活動が「生きがい」づくりに役立つこと（芳賀，2006），社会的活動の実施は，死亡率や介護
施設への入居，自立障害のリスクを減じることも報告され（Pynnonen，2012，Agahi，2013），近年，社会的活
動は人生の終末まで自立した生活を求める中でその重要性が高まっている。また，高齢期におけるうつや孤立
（Fukukawa，2011，Yasumura，2003）は社会的活動とも強く関連すると考えられるため，合わせて検討してい
く必要がある。既に一部の社会活動，外出頻度，老研式活動能力指標については，2地域において運動実践状況
との関連や地域差を検証している（小坂井2012，2013）。高齢者の心身状況を把握していく中で，健康状態や体
力などの身体機能はいうまでもなく，地域での役割や対人関係といった社会的な結びつきにも目を向けていく必
要がある。
　以上のことから，高齢者の①死亡，②介護認定，③認知機能の低下，④入院あるいは施設入居を引き起こすリ
スクファクターを明らかにするためには，様々な視点から包括的に検討する必要があると考えられる。しかしな
がら，実測データも含むながら包括的な視点で検討した研究はほとんどない。　　　
　また北海道は，気候や広さが本州と比べても特殊であるだけでなく，北海道内においても歴史文化的背景や過
疎化率等様々である。本学は健康づくり支援を北海道全域に拡大する予定でいるが，各地域に合った健康づくり
支援方策を提供するためには，各地域の特徴やニーズを明らかにする必要がある。
２．認知機能低下・MCIを予防する指導プログラムや評価指標の開発
　わが国における認知症高齢者は，2013年６月の厚生労働省研究班の報告によれば，2012年時点で462万人（高
齢者の７人に１人），その予備軍である軽度認知障害（MCI）の高齢者は400万人であると推計されている。さら
に，認知症が原因の行方不明者は年間１万322人にも上り（2013年，警察届出），認知症予備軍の高齢者やその家
族も含めると大部分の現代人は認知症となんらかの関わりをもっており，まさに認知症対策やその予防は大きな
課題であり社会的関心が高い状況であるといえる。
　特に，軽度認知障害（MCI）は記憶障害等の症状はあるものの日常生活への支障は目立たない認知症の予備軍・
前段階であるため，早期発見・予防の効果が期待されている。また，わが国では2006年度から介護予防事業の中
で基本チェックリストの項目を利用してMCIの可能性の高い高齢者をスクリーニングすることが推奨されてき
た。市町村によっては，スクリーニングされたハイリスク高齢者を認知機能低下予防事業の対象者としてきた経
過がある。
　しかしながら，このような介護予防事業におけるMCIスクリーニング方法では，質問項目にすべて「できる」
と回答してしまい，妥当なスクリーニング方法になっていないのではないかという指摘もある。スクリーニング
されてもMCIの理解不足や認知症の自覚不足があること，また，認知機能低下予防事業への参加を勧められた
ことに対して自尊心が傷つくこと，その結果，介護予防教室に参加しない，意欲が低下すること，等の問題が明
らかになっている（今後の介護予防事業のあり方に関する研究報告書，2009）。
　これらの問題解決の方向としてハイリスク高齢者も健康な高齢者も区別なく対象とし，早期から地域全体で認
知機能低下予防事業に取り組むことが期待されている。
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平成26年度の共同研究の進捗状況・研究成果等（当初予定の達成度）
　厚生労働省からは，「介護予防マニュアル（2013年３月改定）」が示されモデルプログラムが提示されているが，
各自治体の実情に合わせた運営を行っている状況である。「北海道の市町村における介護予防事業調査報告」（上
田，2013）では，自治体の実施における負担感があることや人材や環境整備不足から実施困難な状況が指摘され
ている。今後，それらの課題に向けて認知機能低下・ＭＣＩを予防する指導プログラムや評価指標についての研
究が求められている。
　以上のことから、本研究プロジェクトでは，長期間のコホート研究により，北海道における①死亡，②介護認
定，③認知機能低下，④入院・施設入居をエンドポイントとした包括的なリスクファクターを明らかにする。追
跡調査期間は10年間とし，測定地域は北海道全域に拡大して地域格差を検討していく予定である。しかしながら，
次年度の研究費申請に向けては，そのうちの３年間で評価する計画とする。また全体としてこのコホート研究を
進めながら，得られたデータを用いて個別の視点での研究を追加する（運動・体力がメンタルヘルス，睡眠に及
ぼす影響）。
１．北海道における①死亡，②介護認定，③認知機能低下，④入院・施設入居をエンドポイントとした包括的な
リスクファクターの縦断的検証とその地域比較
（1）高齢期諸課題（死亡・介護認定・認知機能低下・入院・施設入居）に対する心理・社会活動側面の関連要因
についての検討【達成度　100％】
・既に２年間のデータ蓄積のある赤平市・余市町において，エンドポイントと社会活動性との関連を明らかにす
るための予備的分析を行った。
・エンドポイントデータを取得するための調整・体制づくりとして，赤平市に対して，１．対象者の抽出（住民
基本台帳をもとに65歳以上の高齢者約4,900名から，年齢層（60歳代，70歳代，80歳以上）と性別で層化した
後に調査対象者500名を無作為に抽出，２．測定項目（選ばれた対象者全員に対して，①体力測定（まる元の
体力測定会で実施している種目）ならびに②健康，社会的・環境的要因に関する調査（質問紙調査）を実施す
ることを提案した。
（2）メンタルヘルスと身体機能に関する横断的に調査【達成度　60％】
　来年度以降に地域在住高齢者を対象とした身体機能と認知機能，メンタルヘルスに関する大規模な前向き調査
を行うことを見据え，今年度は毎年恒例の余市，赤平での身体機能の測定に加え，不安・抑うつをGHQ28によ
り評価し，メンタルヘルスと身体機能に関する横断的調査を検討したが，質問紙が膨大な量となることから調査
を見送った。
（3）評価尺度の作成と試行・評価【達成度　90％】
　追跡調査で何をどのように評価するかについて検討を行い，スタンダードとなる評価指標の作成を行った。従
来から実施してきた体力測定項目をベースに再検討するとともに，継続的に回答できる簡便な質問紙の作成を
行った。実際に作成した評価尺度をもって赤平市や余市町あるいはスポルクラブや芦別市・寿都町を対象に測定
を行い，適宜修正を図った。
（4）健康運動指導士の養成と調査地域の検討【達成度　100％】
　質の高い健康運動指導士の育成として，NPOソーシャルビジネス推進センターやコープさっぽろと連携を取
りながら，健康運動指導士に対する運動指導研修会を16モジュールと８つの特別講座からなる１開催（８日間60
時間）として２開催行った。また健康運動指導士合格直後の在学４年生に対して，「新社会人研修会（健康運動
指導士コース）」を１開催（10日間45時間）行った。
２．認知機能低下・ＭＣＩを予防する指導プログラムや評価指標の開発【達成度　50％】
　余市町において，運動教室参加者に対してファイブコグテストを実施し，経年比較を行った。
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＜生涯スポーツ振興研究分野＞
共　同　研　究　課　題 研　究　分　野
子どもの体力向上，障害者スポーツの推進と自然体験活動指導者の
育成を目指した生涯スポーツの振興に関する研究
生涯スポーツ振興研究分野
構
　　　
成
　　　
員
氏　　名 所属学校・研究機関等名 学部・学科・一般教育・研究所等名 職　　名
菊地はるひ
梶　　晴美
粥川　道子
北村　優明
佐藤　至英
畠山　孝子
増山　尚美
花井　篤子
青木康太朗
大西　昌美
大宮　真一
瀧澤　　聡
千葉　直樹
永谷　　稔
和　　史朗
西村　貴之
廣田　修平
横山　茜理
斎藤　雄大
北翔大学
北翔大学
北翔大学
北翔大学
北翔大学
北翔大学
北翔大学
北翔大学
北翔大学
北翔大学
北翔大学短期大学部
北翔大学
北翔大学短期大学部
北翔大学
北翔大学
北翔大学
北翔大学
北翔大学
北翔大学
生涯スポーツ学部・スポーツ教育学科
生涯スポーツ学部・健康福祉学科
生涯スポーツ学部・スポーツ教育学科
生涯スポーツ学部・スポーツ教育学科
生涯スポーツ学部・スポーツ教育学科
生涯スポーツ学部・スポーツ教育学科
生涯スポーツ学部・スポーツ教育学科
生涯スポーツ学部・スポーツ教育学科
生涯スポーツ学部・スポーツ教育学科
生涯スポーツ学部・スポーツ教育学科
こども学科
生涯スポーツ学部・スポーツ教育学科
ライフデザイン学科
生涯スポーツ学部・スポーツ教育学科
生涯スポーツ学部・スポーツ教育学科
生涯スポーツ学部・スポーツ教育学科
生涯スポーツ学部・スポーツ教育学科
生涯スポーツ学部・スポーツ教育学科
北方圏生涯スポーツ研究センター
教 授
教 授
教 授
教 授
教 授
教 授
教 授
教 授
准 教 授
准 教 授
准 教 授
准 教 授
准 教 授
准 教 授
准 教 授
准 教 授
講 師
講 師
研 究 員
平成26年度の研究方針・研究計画
＜研究の学術的背景および目的＞
　スポーツ基本計画では，スポーツを通じてすべての人々が幸福で豊かな生活を営むことができる社会を創出す
るため，「年齢や性別，障害等を問わず，広く人々が，関心，適性等に応じてスポーツに参画すること」を基本
的な政策課題とし，今後10年間におけるスポーツ推進の基本方針として，子どものスポーツ機会の充実やライフ
ステージに応じたスポーツ活動の推進等を提示した。現在，我が国における成人の週１回以上のスポーツ実施率
は47.5％となっており，子どもの体力・運動能力も昭和60年頃と比べると依然として低い水準にとどまるなど，
政策目標を下回っている状況にある。なかでも，北海道や東北地方といった積雪寒冷地域は，成人の運動・スポー
ツの実施率や小・中学生の体力・運動能力が著しく低い状況にあることから，北方圏における生涯スポーツ振興
の課題解決を図ることで我が国のスポーツ振興に大きく寄与できるものと考える。
　そこで，本研究分野では，北方圏における生涯スポーツ振興の課題を以下のように捉え，今年度は，ライフス
テージに応じた運動実施率の向上，子どもの体力・運動能力の向上，障害者スポーツの普及・推進，北海道型体
験活動プログラムの開発の４つを柱に研究を進めることとした。
（ライフステージに応じた運動実施率の向上における課題）
　本研究センターに併設されている総合型地域スポーツクラブ（以下，「スポルクラブ」という。）では，様々な
運動プログラムを実施し，周辺住民の運動実施率に寄与してきた。しかし，会員の多くが高齢層となっており，
幼児や小中学生などの青少年層から壮年層，中年層における運動機会の提供については改善の余地があると考え
ている。そこで，今年度は，以下の研究課題に着目し，アンケート調査やプログラム開発，実践活動等を通じて
ライフステージに応じた運動機会の提供のあり方を検討し，運動実施率の向上を目指すこととした。
　SSFスポーツライフデータ2004によると，成人の運動実施率は40歳代が最も低く，次いで50歳代，60歳代と中
年層が低い状況にある。一般的な中年層においては仕事や家事の負担が多くなるが，これら社会的な抵抗阻害条
件の改善は困難である。したがって，「スポルクラブにおける経営的条件の改善を目的とした会員調査等を実施し，
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より具体的な対策として新規のプログラムを見出すこと」（研究課題１）が必要である。
　青少年層の運動実施率は総じて高いが，学校の部活動経験がその後の運動実施やライフスタイルに影響を及ぼ
すことが示されている（島本ほか2008，浪越ほか2003）。このことから，青少年層の運動実施率の向上には，「中
学校や高等学校の部活動，大学のサークルやクラブ活動等に関する現状や実態を調査するとともに，中年層にお
ける実施率激減の要因を調査し，北方圏や積雪寒冷地域における特徴や因果関係を明らかにすること」（研究課
題２）が必要である。
　「社会的交流」は健康に大きく寄与することが知られており（Holt-Lunstad et al.，2010），これまで幼児から
高齢者を対象とした「水中運動を活用した世代間交流プログラム」を開発し，その有用性について報告してきた。
今後は，これまでの研究成果を生かしつつ陸上運動にも視野を広げ，「北方圏の積雪寒冷地域の運動実施率の向
上のための運動を活用した世代間交流プログラムの開発」（研究課題３）を行う。
　スポルクラブではプログラムの定員も限られており，現状の会員数を大きく超えて新たなプログラムを実施す
ることは困難な状況にある。また，近年，学校の部活動では，教員数の減少や部活動指導に当たることが出来な
い教員が多くなり，外部指導員の導入や合同チームの編成が進むだけではなく，少子化に伴い活動人数不足によっ
て活動休止も余儀なくされている状況にある（文部科学白書，2008）。そこで，「学校の部活動等や地域の運動教
室等に指導者派遣を派遣し，青少年層から中年層に対して運動プログラムを実施することで，各ライフステージ
の運動実施率の向上を図る」（研究課題４）。
（子どもの体力・運動能力向上における課題）
　2013年12月に発表された文部科学省による小学５年生と中学２年生を対象とした「2013年度全国体力・運動能
力，運動習慣調査」結果において，北海道は全国最低水準を示した。この結果について，小学校入学以前にすで
に差が生じていることが考えられるが，北海道では幼児期への取り組みがほとんどなされていない。そのために
身体的な発達のみならず心理・社会性の発達をふまえてプログラムを開発，実施し検討することは，北海道の課
題を明らかにすることにつながると考えられる。また，幼児期における運動は，遊びの中で主体的に取り組める
ことが望ましい。プログラム開発と同時に，ファシリテーター的な指導の在り方について検討することで，遊び
を通した効果的な運動指導の方法を明らかにすることが期待できる。そこで，「幼児を対象に，楽しみながら体力・
運動能力の向上ができる〈運動遊び〉や〈スポーツプログラム〉を検討すること」（研究課題５）が必要と考えた。
　競技スポーツにおいても，トップレベルの競技者を育成するうえで，ジュニア期からシニア・トップアスリー
トまでを見据えた一貫指導を確立・実践することは重要なことである。北海道においては，小・中学生の体力・
運動能力が低い水準にとどまるという特徴を踏まえたうえで，北海道におけるジュニア期からシニア・トップア
スリートまでを見据えた一貫指導を確立・実践することが必要になる。さらに，競技スポーツにおける一貫指導
を検討するうえでは，上記のような小・中学生の体力・運動能力が低い水準にとどまるという北海道の特徴を踏
まえることに加え，北海道の競技スポーツにおけるジュニア期の現状と課題を把握することが必要であると考え
る。来年度以降，北海道の特徴を踏まえた競技スポーツにおける一貫指導を検討していくためにも，今年度は，「北
海道における競技スポーツのジュニア期での課題を明らかにすること」（研究課題６）が必要である。
（障害者スポーツの普及・推進における課題）
　障害のある人の生涯にわたる健康で生き生きとした生活を実現するためにスポーツが果たす役割は極めて大き
い。しかし，障害者スポーツの認知，普及が進む一方で，重度障害児者のスポーツへの参加は限定的であること
が指摘されている。近年，特別支援学校に在籍する児童生徒の障害の重度・重複化が進み，こうした重度・重複
障害のある児童生徒の健康増進のために適度な運動機会を保障することは大きな課題である。
　本研究では，「特別支援学校に在籍する児童生徒や卒業生，その他の肢体不自由者を対象として定期的な運動
の機会を設け，その取り組みを継続することで肢体不自由者の運動発達にどのような変化が生じるかを明らかに
する」（研究課題７）。また，「重度肢体不自由者でも取り組める新たなアダプテッドスポーツの体系化を試み，
この取り組みを通して，北海道における障害者スポーツの普及・発展のための環境や支援の方向性を示すこと」（研
究課題８）ができるものと考える。
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平成26年度の共同研究の進捗状況・研究成果等
１．ライフステージに応じた運動実施率の向上に関する研究（達成度90%）
１）青少年層から中年層に対する運動機会の提供
　スポーツクラブ経営的条件の改善を目的とした会員調査等は，今年度は見送った。しかしながら，クラブマネー
ジャーおよび役員会を通じて，新年度のプログラムについては，会員の聞き取りや役員相互の連携によって，常
に検討および調整を図り，新プログラムも幾つか提供する予定である。今年度は新規にアシスタントマネージャー
を１名配置し，会員サービスおよび運営の効率化について検証を実施している。　
　中学校や高等学校の部活動，大学のサークルやクラブ活動等に関する現状や実態については，調査の実施は今
年度見送った。したがって，中年層における実施率激減の要因については明らかにされていない。しかしながら，
文献調査，情報収集ということで，学校運動部活動の全国的調査を実施した日本体育協会，および学校体育とし
てスポーツ活動を位置付けたとされる「嘉納治五郎」について講道館へそれぞれ出向いた（2015.3.1-2永谷）。そ
の結果，我が国では，学校を起点としたスポーツ振興体制が根付く根拠が明らかにされながらも，学校を起点に
するには，現状ではあまりに脆弱な指導体制・組織体制であることが指摘され，運動部活動に携わる教員意識も
極端であることが顕著となった。
　また，指導者派遣については，各種講習会・大会への指導者および指導助手の派遣を実施した。派遣実績とし
ては次の通りである。12月23日小学生バレーボール教室（本学），１月10〜12日小学生バレーボール大会（野幌
総合運動公園），２月11日高校生バレーボール教室（本学），３月15日バレーボール指導者講習会（稚内）。現状は，
指導者および指導助手の派遣といった，マンパワーを提供する程度である。しかし，派遣の需要についてはかな
り多いものの，双方の調整といった部分であったり，費用負担や責任問題といった部分についてであったりなど，
依然課題も多く，そうした課題整理に加え，調整組織や仕組みづくりが早急に求められるのではないかと考えら
れる。
　多世代間交流プログラムについては，これまで研究を進めていた水中運動を活用したプログラムから陸上運動
も視野に入れた世代間交流プログラムを開発するため，国内外の世代間交流プログラムの動向に関して調査し，
現在，陸上運動を含めた世代間交流プログラムを開発中である。その経過については，研究報告として発表予定
である。
２）指導者派遣による活動プログラムの実施
　本年度は中学校や高等学校の部活動，大学のサークルやクラブ活動等に関する現状や実態にかかる調査が見送
られたため，高等学校に在籍する青年の中でも運動実施率が相対的に著しく低い層が集中する後期中等教育機関
である通信制課程を対象に以下のような資料収集ならびにインタビュー調査を実施した。①神奈川県立横浜修悠
館高等学校訪問実地調査：文部科学省指定研究開発学校平成26年度研究開発公開授業参加し，公開授業見学なら
びに資料収集実施（2014年10月16日）。保健体育科教諭ほか２名に対する教科教育および生活指導に関するイン
タビュー調査実施（2015年２月10日）。②全国高等学校通信制教育研究会事務局訪問実地調査：事務局長に当研
究会の活動や通信制教育の実情についてインタビュー調査とともに事務局所蔵の研究協議会研究集録の閲覧なら
（北海道型体験活動プログラムの開発における課題）
　近年，青少年の体験不足が指摘されるなか，青少年の豊かな人間性や社会性をはぐくむため，学校や地域にお
いて体験活動の充実が求められている。特に，冬期間，屋外での活動が制限される北海道の子どもたちの体験不
足は深刻な状況にあることから，北海道教育委員会は平成22年に「体力向上支援プログラム」を策定し，その方
策のひとつとして，子どもたちが屋外で楽しみながら体力の向上を図れるよう冬季の運動や外遊びを推進すると
いう方針を示した。今後，学校や地域において冬季の運動や外遊びを推進していくためには，「家にこもりがち
な冬季であっても雪や寒さを楽しみながら意欲的に活動できる北海道の気候と文化を生かした北海道型体験活動
プログラムの開発」（研究課題９）が必要と考える。
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びに複写による資料収集（2015年３月６・９日）。③高校教育シンポジウム（全国教育文化会館）に参加して，
高校教育に関する実践記録の収集（2015年３月７・８日）。入手した資料やデータから点は，高等学校在籍者の
わずか５％にしか過ぎない通信制高校に通う生徒は，制度発足当初に想定され受け入れていた勤労青年とは違う
理由で入学する層が多くを占めているが，彼ら彼女らの中には不登校経験や療育手帳や障害手帳取得者や心的要
因によって通院歴のある者など生涯スポーツに主体的に関わっていく条件・状態にない者が少なくない点，かよ
うな層を対象にした体育科教育の難しい点などが浮かび上がってきた。かような経験を有する青年たちに対して
どのような運動機会の提供が可能なのかという視点も本調査においては含む必要があると考えられる。
２．子どもの体力・運動能力の向上に関する研究（達成度80%）
１）幼児を対象とした楽しみながら体力・運動能力が向上できる運動プログラムの開発
　平成25年度に実施したプログラム及び保護者アンケート，指導した学生の振り返りシートの結果を基に，子ど
もの関心が高く保護者の評価が高かった種目を基本として運動遊びプログラムを修正，再編した。また指導学生
の自己評価シートの内容を整理し指導力向上のポイントを抽出し指導マニュアルを作成し，それに沿って平成
26年度のリハーサルを行った。平成26年11月29日（土）に，千歳市開基記念総合武道場柔道場において千歳市
体育協会開催の運動教室「みんなで遊んで元気up」を実施した。４，５歳児36人が参加し，北翔大学学生12人が
リーダー，サポートの役割で指導に当たった。参加者は単発のイベントであり時間が限られていることから，幼
児の体力測定は実施できなかった。千歳市体育協会と協力して実施後に保護者アンケートを実施した。（達成率
80％）。
２）北海道における競技スポーツのジュニア期での課題の把握
　文部科学省が2012年３月に策定した「スポーツ基本計画」の中には，オリンピック・パラリンピック等の国際
競技大会等の招致・開催等を目的とした政策課題も掲げられているが，2013年９月にアルゼンチンブエノスアイ
レスで開催された第125次国際オリンピック委員会（IOC）総会にて，2020年オリンピック・パラリンピック開
催地として東京が選考されることとなった。これに伴い，自国開催大会において多数種目で功績を収めるため，
より一層，国全体で競技スポーツにおけるジュニア選手強化事業を推し進めていく必要がある。一方，平成26年
度（2014年度）全国体力・運動能力，運動習慣等調査の結果では，北海道の小中学生の体力・運動能力は全国下
位に位置している。このような結果から，小中学生の体力・運動能力を向上させる取り組みは北海道にとって重
要事項の一つであるといえる。これらのことから，平成26年度は「北海道における競技スポーツのジュニア期で
の課題」と題し，北海道における体操競技，エアロビック，バドミントン，陸上競技のジュニア期での課題につ
いて様々な視点から，その問題点や今後の方策を検討した（平成26年度生涯スポーツ学部研究紀要）。そこでは
４つの競技種目のジュニア選手育成における北海道の課題を検討したが，今後，より一層その解決に向け，具体
的な方法や手段を検討・確立していく必要がある。また，全国と比較して低い水準を示す北海道の小中学生の体
力・運動能力を向上させるための一方法として，今後，各種競技スポーツの選手育成に関するそれぞれの専門的
見地もさらに活用していく必要があろう。
３．障害者スポーツの普及・推進に関する研究（達成度80%）
１）アダプテッドスポーツプログラムの検討　
　車椅子ソフトボールにおいては，週１回の合同練習および個人練習を定期的に行い，冬期間でも行える室内で
の練習を含め年間を通しての練習プログラムを検討，実践した。１月，３月には体力測定を行い，選手の身体
的特性，競技特性を知るための資料を得た。７月５ 〜６日には第２回全日本車椅子ソフトボール大会を開催し，
試合時の課題を検討した。また，車椅子ソフトボールの先進国である米国で開催された第38回車椅子ソフトボー
ルワールドシリーズ（８月14－16日，ミネアポリス）に参加，視察をし，米国での普及の過程および課題につい
て資料を収集し，日本での車椅子ソフトボールの普及について検討した。
　肢体不自由特別支援学校に在籍する児童生徒を対象とした「ゴロ野球」の取り組みにおいては，週に１度，１回
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研究論文等公表状況
［論文発表］
・永谷稔：学校運動部活動と総合型地域スポーツクラブの連携について－都市と地方都市クラブにおける事例比
較－．北翔大学生涯スポーツ学部研究紀要，６：29-36，2015．
・花井篤子：水中運動を活用した多世代間交流プログラム－学内スポーツクラブ会員を対象とした意識調査と公
開講座の結果を元に－．日本世代間交流学会誌，4（1）：77-83，2014.3［査読付］
・廣田修平：あん馬における幇助用具を用いた「旋回倒立下り」の実践的研究．スポーツ運動学研究，27：19-
31，2015.1．［査読付］
・青木康太朗，粥川道子，安原政志，佐藤悦子：雪を使った外遊びプログラム「スノーゲーム」の開発，北翔大
学北方圏生涯スポーツ研究センター年報，6：73－78，2015（投稿中）．
［図書］
・花井篤子：21世紀スポーツ大事典，「ウォーターエクササイズ」執筆担当，中村敏雄，髙橋建夫，寒川恒夫，
友添秀則（編集主幹），大修館書店．pp1009a，2015.1．
［学会発表］
・永谷稔：学校運動部活動と総合型地域スポーツクラブの連携について－都市部と地方都市クラブにおける事例
比較－，北海道体育学会第54回大会，北海学園大学，2014.11.3．
・永谷稔：学校運動部活動と総合型地域スポーツクラブの連携について－教育委員会および体育協会の方策との
関連から-，日本体育スポーツ経営学会第38回大会，白鴎大学，2015.3.21．
・HIROTA Shuhei：Development of New Support Implement and Teaching Technique in Gymnastics．The 
1st Asia-Pacific Conference on Coaching Science，Hokkaido University,Sapporo,Japan，2014.7．
［その他研究成果の公開］
・花井篤子：健康運動を活用した世代間交流プログラムのあり方．北方圏生涯スポーツ研究センター年報，６：
79－81，2015．
当たり約３時間の練習を計41回行い，その他に１泊２日の合宿練習を実施した。また，２度の大会参加を通して重
度肢体不自由といった障がい特性に応じたベースボール型競技の競技規則の在り方と妥当性について検討した。
４．北海道型体験活動プログラムの開発に関する研究（達成度80%）
１）アイヌ民俗生活技術に関する基礎調査
　平成26年度はアイヌの代表的な楽器であるムックリの制作方法，演奏方法，アイヌが食用としたチマキナ（タ
ラノキ）とアユッシ（ウド）などの調理法と薬用使用法を調査し，今後のアイヌ民俗生活技術体験学習プログラ
ムの基礎資料とした。
２）雪や寒さを楽しみながら意欲的に活動できる外遊びプログラムの開発
　学校や地域における冬季の運動や外遊びの推進に資するため，今年度は，これまで積み重ねた実践活動（大学
の実習や地域貢献事業など）の中から，学校の授業や休み時間，放課後子ども教室，道立青少年教育施設等で活
用できるアクティビティを選定し，雪を使った外遊びプログラム「スノーゲーム（Snow Games）」として運動
系アクティビティ５種目，探索系アクティビティ２種目，共感系アクティビティ１種目の計８種目のアクティビ
ティ開発を行った。
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・千葉直樹：第２回「スポーツ国際開発」国際シンポジウムの参加報告，北方圏生涯スポーツ研究センター年報，
６：2015.
・千葉直樹：札幌のプロバスケットボールチームにみる観戦者特性の変化に関する研究―レラカムイ北海道から
レバンガ北海道へのチーム変更に伴う観戦者の変化に着目して―，スポーツ産業学研究，投稿中．
・西村貴之：通信制高校の制度および生徒の多様性をふまえた体育科教育のあり方の検討．北翔大学北方圏生涯
スポーツ研究センター年報，６：103－114，2015.
・廣田修平，菊地はるひ，北村優明，大宮真一：北海道における競技スポーツのジュニア期での課題．北翔大学
生涯スポーツ学部研究紀要，6：91－99，2015．
・廣田修平：体操競技における幇助用具の使用可能性．北翔大学北方圏生涯スポーツ研究センター年報，６：69－
72，2015.
・粥川道子，青木康太朗：平成26年度野外教育実習実践報告書
・花井篤子：北翔大学生涯スポーツ学部市民講座「アクアフィットネスで健康づくり」，於北翔大学，2014.12.13
・花井篤子：北方圏生涯スポーツ研究センタースポルクラブ「アクアフィットネス」講師，2014年５月〜11月
末
・廣田修平：「体育実技指導方法研修会─器械運動の指導方法─」，第１回アジア・太平洋コーチング学会記念事
業，サテライトワークショッププレゼンター，北海道江別市北翔大学，2014,7
